
声あればどこへでも

市議会に送り出して頂き、あっという間の4
年間でした。相談があればすぐに現場に出向き
「解決するまで」をモットーに活動してきまし
た。介護や福祉の専門家としても市民の声を
まっすぐ届けてきました。
いま、市民生活はますます厳しくなっていま

す。自己責任を押し付ける政治に、やり場のな
い不満を感じている方が多いのではないでしょ
うか。
一つひとつ、市民の皆さんと一緒に考え、解

決していきたいです。子ども達が安心して育ち、
若者が希望が持て、高齢者や障がいのある方も
豊かに暮らせる市政の実現へ引き続き力を尽く
してまいります。



県の補助とあ
わせ5.5億円
で実現

1.5億
円で
実現４億円

で実現



財源はあります
ほんの一部で実現できます

一般会計規模1100億円
ためこんだ基金196送縁



日本共産党も参加す
る「明るい会」が2万
５千筆の署名を県教
育庁へ提出（2/8）

新病院での産科の維持・充
実に力を尽くします

学校給食費を無料に

市立病院参加存続へ
（旧波田病院）



●男女の賃金格差をなくす
●医療・介護・保育などケア労働
者の待遇改善
●市役所の非正規は4割、非
正規の8割が女性、女性の
正規比率アップと待遇改善
性差別をなくす



●国保税のさらなる引き下げ

●医療・保健所体制の強化

●障がい者の医療費窓口無料化

●市独自の給付制小学生の創設

●機構危機打開へ、省エネと

再エネの推進を



「分散型」ではなく
市民に身近で
利用しやすい庁舎を
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